
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
と
思
う
。

（
吉
元
医
院
）

中
国
三
国
時
代
の
華
佗
は
、
全
身
麻
酔
下
に
開
腹
術
を
行
っ
た
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。

魏
の
曹
操
は
彼
を
招
い
て
侍
医
に
な
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
華
佗

は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
た
め
、
彼
は
遂
に
捕
え
ら
れ
て
獄
死
し
た
。

こ
の
た
め
大
麻
を
用
い
た
と
さ
れ
る
麻
酔
法
の
秘
伝
は
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
。

華
佗
の
麻
酔
法
は
、
そ
れ
ま
で
全
く
中
国
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
医
術
で
あ
り
、
江
上
波
夫
博
士
は
、
麻
酔
術
は
西
域
的
な
、
イ

ラ
ン
的
な
要
素
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。

つ
ま
り
華
佗
は
麻
酔
の
術
を
少
な
く
と
も
イ
ラ
ン
の
幻
人
（
マ
ギ
）

か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

２

さ
ら
に
「
華
佗
」
は
中
世
・
ヘ
ル
シ
ャ
語
「
フ
ァ
デ
ィ
ー
」
ま
た
は

華
佗
と
麻
酔

1

松
木
明
知
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古
来
中
国
で
は
、
大
麻
は
単
に
食
用
に
供
せ
ら
れ
る
の
象
で
、
そ

の
麻
酔
性
、
幻
覚
性
に
は
全
く
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

中
国
の
大
麻
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
生
成
で
き
な
か
っ
た
大
麻
で
あ
っ
た
こ

最
近
の
植
物
育
種
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
大
麻
に
は
大
別
し
て
三

種
類
が
あ
る
。
大
麻
が
産
生
す
る
薬
物
成
分
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
生

合
成
経
路
を
検
討
し
て
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
麻
の
麻
酔
性
、
幻
覚
性
を
示
す
成
分
は
テ
ト
ラ
ハ
イ
ド
ロ
カ
ン

ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
で
あ
る
が
、
中
国
古
代
の
大
麻
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
生
成
で
き
な
か
っ
た
種
類
で
あ
り
、
カ
ス
ピ
海
近
辺
の
大
麻
つ
ま

り
幻
人
た
ち
が
用
い
た
大
麻
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
産
生
可
能
な
大
麻
で
あ
っ

「
フ
ァ
ダ
ー
」
（
×
乏
且
響
・
辰
冒
騨
監
）
の
写
音
で
あ
る
と
い
う
説
が

京
大
名
誉
教
授
伊
藤
義
教
、
大
阪
外
語
大
教
授
井
本
英
一
か
ら
提
唱

さ
れ
た
。
「
フ
ァ
デ
ィ
ー
」
「
フ
ァ
ダ
ー
」
と
は
「
閣
下
、
先
生
、
師

匠
」
な
ど
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
華
佗
が
イ
ラ
ン
系
の
胡
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
側
か
ら
反
論
が
出
て
い
る
が
、
反
論
自
体
は

説
得
力
に
乏
し
い
。

た
○

3

４

華
佗
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
生
成
す
る
大
麻
を
入
手
し
た
は
ず
で
あ
り
、
こ

の
意
味
に
お
い
て
彼
は
こ
の
種
の
大
麻
の
知
識
を
知
っ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
華
佗
イ
ラ
ン
系
胡
人
説
を
補
強
し
て
余
り
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

と
を
自
ら
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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